



























ており，20 世紀初頭の 1911 年には全人口の 16％に
過ぎなかった比率が，印パ分離独立後の 1951 年には
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1901 329 50 15
1911 385 63 16
1921 464 88 19
1931 556 128 23
1941 669 170 25
1951 803 200 25
1961 1,084 277 26
1971 1,468 359 24
1991 2,241 637 28
2001 2,666 824 31
2011 3,117 1,066 34
資料：Government of Assam (2014) より作成。
表１　 アッサム州における 1901 年から 2011 年までのム
スリム人口の推移




























































































る（たとえば Bhattacharyya, 2001; Harlalka, 2008; Mishra, 
2014）。しかしこれらの書籍は必ずしもアッサム州の
ムスリム移民の実態について丁寧に調査した上で執筆
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開かれるのみである」と記述されている（Allen et al., 
1909）。かつてはゾウやトラなど野生動物が豊富に居
住していた地域であり，1972 年にはこの氾濫原地帯




図 1 対象地域 
注 1：標高 300m以上の地域に色をつけてある。 
注 2：図中の囲みは図 2, 3, 4の範囲を示す。 
 
 
図 2 ナガオン県中心部の生態環境区分 
資料：インド測量局発行の 5万分の 1地形図および National Remote Sensing Centreの
Indian Geo-Platform of ISROより作成。 
図１　対象地域
注 1：標高 300 m 以上の地域に色をつけてある。
注 2：図中の囲みは図２，３，４の範囲を示す。


















が最も高い県の 1 つであり，2011 年度センサスでは，






































図 1 対象地域 
注 1：標高 300m以上の地域に色をつけてある。 
注 2：図中の囲みは図 2, 3, 4の範囲を示す。 
 
 
図 2 ナガオン県中心部の生態環境区分 
資料：インド測量局発行の 5万分の 1地形図および National Remote Sensing Centreの
Indian Geo-Platform of ISROより作成。 
図２　ナガオン県中心部の生態環境区分
資料： インド測量局発行の 5 万分の 1 地形図および 
National Remote Sensing Centre の Indian Geo-Platform of ISRO より作成。
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た。1950 年代に米軍により作成・発行された 25 万分












　次に 1970 年にインド測量局（Survey of India）よ









に堤防の建設が開始され，1978 年までの 25 年間に総








 注 1 ： ナガオン県中心部の Nagaon, Dhing, Rupahi, Samaguri の 4 郡 (Revenue Circle) に含まれる行政村を対象とした。
 注 2 ： 「その他民族」には，ボド，ラルン，カチャリ，シク，ネパリが含まれる。




図 3 ナガオン県中心部の現在の村落分布 



























図 4 1950年頃の村落分布 
注 1：現存の村落のうち当時の地形図上に村落名の表記があるものを表示した。 
注 2：網掛け部は地形図上で荒地の地図記号がついている地域を示す。 
資料：米軍作成の 25万分の 1地形図より作成。 
 
 






図 4 1950年頃の村落分布 
注 1：現存の村落のうち当時の地形図上に村落名の表記があるものを表示した。 
注 2：網掛け部は地形図上で荒地の地図記号がついている地域を示す。 
資料：米軍作成の 25万分の 1地形図より作成。 
 
 




 注 1 ： 現存の村落のうち当時の地形図上に村落名の表記があるものを表示した。
 注 2 ： 網掛け部は地形図上で荒地の地図記号がついている地域を示す。
 資料 ： 米軍作成の 25 万分の 1 地形図より作成。
図５　1970 年頃の村落分布
 注 1 ： 現存の村落のうち当時の地形図上に村落名の表記があるものを表示した。
 注 2 ： 網掛け部は地形図上で荒地の地図記号がついている地域を示す。
 資料 ： インド測量局発行 5 万分の 1 地形図より作成。
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資料：インド測量局発行の 5万分の 1地形図より作成。 
 
 











資料：インド測量局発行の 5万分の 1地形図より作成。 
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するために，C 村落から西に約 10 km 離れた場所に
位置し，アホミヤが住民の過半数を占めるドゥムドゥ
ミヤ村（以下，D 村）においても調査を実施した。D





































































































































最盛期を迎えるのは 1 月である。1 月中旬は，アッサ
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地帯にあたるものの年間降水量は 1,660 mm あり






2012; Hazarika and Bora, 2014）。
　ではムスリムの生業活動は，持続性にまったく問題
がないと言えるのであろうか。雨季に入ってから無降



































25883007）を使用した。本稿は，2015 年 9 月 26・27 日に開
催された日本南アジア学会第 28 回全国大会において実施され
たパネル・セッション“Resources and Environmental Issues in 
Contemporary India”での発表をもとに作成したものである。
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12,578 人（県全体の 4.8%），1951 年で 359,519 人（同 40.5%）， 

















の Line system という制度が存在していた（Guha, 2006）。こ
の制度では，移民が居住できる地区と在来民が居住できる地
区が分けられたが，実質的な効果はほとんどなかったとされ





















12）1970 年インド測量局発行の 5 万分の 1 地形図と最新の衛































（2017 年 2 月の時点で 1 ルピーは約 1.7 円）で，月給にする

























21）アッサム州における魚類の 1 人当たり消費量は，2001 年
センサスの人口を元に計算すると年間 7.5kg となり，インド
平均の 9.0kg よりは低いと推定される（Bhuyan and Dutta, 
2009）。アッサム州の中ではナガオン県が漁獲高 26,184 トン








口はアッサム州内で 23,511 人（2001 年）であり，ムスリム











1 つにつき 4 ルピーである。
26）調査地域で隣り合わせて暮らすムスリムとヒンドゥーは
普段は険悪な関係にはないが，1983 年のネリー虐殺事件
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Livelihood and Land-Use Pattern of Immigrant Muslim Communities in  
the Brahmaputra Floodplain in Assam: A Comparative Study of  
Immigrant and Indigenous Communities
Haruhisa ASADA*
*Faculty Division of Humanities and Social Sciences, Nara Women’s University
Key words: Assam, ﬂoodplain, Muslim, technology, land use
　　Assam is one among the states with the highest Muslim population in India.  According to the Population Census 
2011, Muslims recorded 34% of the total population in the state, with a 3% increase in the last decade.  The increasing 
Muslim population in the last several decades is mainly due to the immigration from East Pakistan and Bangladesh, 
which induced several conﬂicts regarding land resources with the local indigenous Hindu communities.  Although the 
conflicts between the immigrant Muslims and indigenous Hindus are often reported in the media and argued in 
sociological studies, ﬁeldwork-based studies on the livelihood of the immigrant communities in the locality are scarce. 
This study tries to reveal the differences in the agricultural practices and land-use patterns of immigrant and indigenous 
communities in the Brahmaputra ﬂoodplain and examines the sustainability of the multi-ethnic society of Assam.  In 
Nagaon district of central Assam, it was found that the residential areas of immigrant and indigenous communities 
were clearly demarcated based on the ecological environment.  Immigrant communities built their villages by the 
riverbank plain of the Brahmaputra, a region where river water inundates seasonally, while the indigenous community 
lives mostly by the central plain near towns.  To adapt to excessive water and ﬂooding, the immigrant people have 
developed intensive fish farming in the rainy season and Boro rice cultivation in the dry season by modifying the 
original ﬂat topography and introducing artiﬁcial groundwater irrigation.  Their adaptation techniques to the existing 
environment are entirely different from those of indigenous villages, and they are able to generate higher productivity 
per unit of land.  These techniques resulted in considerable differences in the livelihood and income of both 
communities.  However, economic linkages have also been found from the ﬁeld observations suggesting weak ties 
between the communities.
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